
自由に動けるように鎖を１#以上長くした繋ぎ飼いのホル
スタイン搾乳牛＝７月"日、八ケ岳中央農業実践大学校
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ホルスタインの子牛。ウシが眠るときには首を胸に
もたげる＝７月"日、八ケ岳中央農業実践大学校
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。

ど
ち
ら
も
、
暑
く
も
寒
く
も
な
い
温
暖
な
地

域
出
身
な
の
で
、
$
～
%
度
位
が
好
み
の
気

温
で
、
日
本
の
暑
さ
に
は
こ
と
さ
ら
苦
労
し

て
い
ま
す
。
皆
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は
１
平
方
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た
り
１
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２
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６
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が
、
ウ
シ
は
体
重
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あ
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０
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６
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が
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で
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い
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よ
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牛舎に張り巡らされたパイプ
ラインと搾乳機を自動搬送す
ることで、一日２回、午前５
時と午後４時に楽に搾乳して
いる山形東先生＝８月!日、
八ケ岳中央農業実践大学校

▲

佐藤衆介（さとう・しゅうすけ）
１９７８年に東北大学大学院農学研
究科博士課程修了。８０年から宮崎
大学助手、８８年から同大助教授を
務める。９４年に東北大学助教授に
着任。２００２年からは農業・生物系
特定産業技術研究機構畜産草地研
究所放牧管理部長。０５年から東北大学大学院教授を
務める。同大名誉教授。１５年からは帝京科学大学教
授。１９年に八ケ岳中央農業実践大学校（原村）の畜
産部長となり、現在に至る。主な著書は「アニマルウ
ェルフェア」（東京大学出版会、２００５）など。

大学校で開発した、どこにでも持ち運び可能なミ
ルカーでジャージー放牧牛を搾る職員の伊藤由利
香さん＝８月７日、八ケ岳中央農業実践大学校

２ 大学校には２種類のウシがいます
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